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－
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地
区
広
聴
会
開
催

～
七
月
十

日
か
ら

　
　
十
四
会
場
で
～

（1爆蕪

．躍鑓媛負

冥
り
8
8
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30分）
～30（

日　　時 地　区 会　　　　場

7月11日（月） 六　箇 羽　　根　　川　　荘

12日（灼 中　条 中条地区公民館
15日㈹ 東下組 東下組小学校
18日（月） 吉　田 吉　田　中　学　校
21日休）

o

飛　渡 克雪　セ　ン　タ　ー
25日（月） 美佐島 江道猿倉集落センター

26日（幻 高　山 高　山共栄会館
28日休） 新　座 新　　座　　分・館

29日㈲ 下　条 下へ条　中　学　校

8月2日（殉 大井田 東　　小　　学　　校

5日㈹ 八　箇 関浅集落センター
8日（月） 水　沢 水沢地区公民館
9日（幻 川　治 川治地区公民館
10日㈱ 十日町 市　　民　　会　　館

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
広
く
聞
き
、
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
、
広
報
・
広
聴
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
五
月
下
旬
に
行
っ
た
「
市
民
参
加

の
市
政
を
す
す
め
る
た
め
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
で
も
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
い
た
「
地
区
広
聴
会
」
や
「
市
民

と
語
る
日
」
で
出
さ
れ
た
問
題
が
、

具
体
的
に
市
政
に
反
映
さ
れ
た
と
約

八
割
の
人
が
答
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
地
区
広
聴
会
は
、
七
月
十

一
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
振
興
会
単

位
に
、
十
四
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

時
間
は
、
午
後
七
時
三
十
分
～
九
時

三
十
分
ま
で
の
二
時
間
で
す
が
、
そ

の
大
部
分
の
時
間
を
そ
れ
ぞ
れ
の
振

興
会
の
独
自
の
企
画
で
、
そ
の
地
区

の
重
点
課
題
を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
す
。

　
市
側
か
ら
は
、
市
長
、
助
役
、
収

入
役
、
教
育
長
、
部
長
な
ど
が
出
席

し
ま
す
が
、
市
民
参
加
の
市
づ
く
り

の
た
め
、
積
極
的
に
あ
な
た
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

へ談相種各

〔交通事故相談〕　7月4日（月）

〔巡回内職相談〕　7月15日㈹

　　　いずれの相談も

時間　午前10時～午後3時

会場　市役所市民相談室

　
　
　
か
タ
お
　
お
お
お
　
お
お
お
　
　
　
　
　
お
　
お
お
お
お
お
お
　

市
民
と
謡
鰯
輩
墨
鑛
翻
欝
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ア
お
お
お
　
　

　
●
七
月
一
日
・
午
後
三
時
～
七
時
、
、
．

　
●
市
役
所
市
長
室
で

　
●
フ
リ
ー
で
す
。
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。

慧
鐡
聯

　
　
　
　
黛
・

　
七
月
一
日
か
ら
市
民
と
語
る
日
が

再
開
さ
れ
ま
す
。

　
七
月
は
、
フ
リ
ー
で
行
い
ま
す
の

で
、
町
内
や
団
体
、
グ
ル
ー
プ
や
個

人
で
も
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
せ
と
ご
連
絡
は
、
総
務

課
企
画
広
報
係
（
智
七
－
三
二
一

番
内
線
一
二
三
）
へ

新
潟
県
男
子
警
察
官

　
　
　
（
大
卒
）

　
　
　
採
用
試
験
実
施

　
県
人
事
委
員
会
と
県
警
察
本
部
で

は
、
来
春
四
月
採
用
の
男
子
警
察
官

（
大
卒
）
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

受
付
期
間
　
六
月
六
日
～
八
月
一
日

一
次
試
験
日
　
八
月
七
日

受
験
資
格
　
昭
和
三
十
一
年
四
月
二

日
か
ら
三
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子
で
、
大
卒
（
短
大
を

p
除
く
）
を
卒
業
も
し
く
は
来
春
三
月

卒
業
見
込
の
人

採
用
予
定
人
員
　
約
五
十
五
人

受
験
手
続
　
申
込
用
紙
は
、
県
人
事

委
員
会
事
務
局
（
〒
九
五
一
、
新
潟

市
一
番
堀
通
り
町
、
県
庁
分
館
内
）

か
県
警
察
本
部
警
務
課
（
〒
九
五
一

新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
、
県
庁
本

館
内
）
及
び
十
日
町
警
察
署
（
市
内

河
内
町
）
に
あ
り
ま
す
。
郵
便
で
請

求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
警

A
請
求
」
と
朱
書
し
、
七
十
円
切
手

を
は
つ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封

筒
も
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
十
日
町
警
察
署
（
智
二
－

三
一
七
一
番
）
へ
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灘
．
鱗
難
、
．
欝
諜
麟
羅
態
講
灘
鷲
膿
難
饗

排
水
設
備
等
工
事
業
者

　
　
指
定
の
登
録
申
請
を

　
排
水
設
備
工
事
は
、
市
が
実
施
す

る
資
格
試
験
に
合
格
し
、
登
録
を
受

け
た
責
任
技
術
者
等
の
い
る
指
定
工

事
業
者
で
な
け
れ
ば
施
工
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
六
月
二
十
八
日
に
実
施
さ
れ
る
責

任
技
術
者
等
資
格
試
験
に
合
格
さ
れ

た
方
は
、
登
録
申
請
を
す
る
と
登
録

証
が
交
付
さ
れ
、
資
格
が
得
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
し
く

指
定
工
事
業
者
の
登
録
申
請
の
受
付

け
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

●
責
任
技
術
者
・
主
任
配
管
工
登
録

申
請
受
付
…
七
月
一
日
～
七
月
四
日

●
責
任
技
術
者
主
任
配
管
工
登
録
証

交
付
…
七
月
五
日
～
七
月
六
日

●
指
定
工
事
業
者
申
請
受
付
…
七
月

七
日
～
七
月
九
日

●
業
者
指
定
…
七
月
十
三
日

　
な
お
、
登
録
申
請
等
を
行
う
と
き

は
、
つ
ぎ
の
登
録
手
数
料
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
責
任
技
術
者
登
録
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
千
円

◎
主
任
配
管
工
登
録
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
五
百
円

◎
指
定
工
事
業
者
登
録
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
千
円

下
水
道
工
事
の

　
　
　
　
　
事
故
防
止
を

　
五
十
八
年
度
か
ら
七
ヵ
年
計
画
で

第
二
期
計
画
区
域
（
飯
山
線
か
ら
信

濃
川
よ
り
高
山
太
子
堂
線
の
範
囲
内

南
北
は
、
川
治
川
か
ら
田
川
ま
で
の

区
域
、
百
四
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の下水処理センター中央監視室

一
部
で
下
水
道
本
管
の
埋
設
工
事
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
工
事
現
場
は
、
堀
削
工
事
等
の
た

め
大
型
機
械
や
ダ
ン
プ
、
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
が
出
入
り
し
非
常
に
危
険
な
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
故
を
お
こ

さ
な
い
よ
う
お
た
が
い
に
十
分
注
意

し
、
工
事
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
夜
間
は
赤
色
灯
、
防
護
棚
、

ロ
ー
プ
等
で
事
故
防
止
に
注
意
し
て

い
ま
す
が
、
特
に
子
供
た
ち
に
は
現

場
内
に
絶
対
立
入
る
こ
と
の
な
い
よ

う
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
は

　
　
　
ロ
座
振
替
に
！

　
各
家
庭
や
事
業
所
で
下
水
道
本
管

へ
の
つ
な
ぎ
入
み
が
完
了
し
、
検
査

を
受
け
ま
す
と
、
下
水
道
使
用
料
を

納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
使
用
料
は
上
水
道
使
用
料
と
同

様
二
ヵ
月
分
を
ま
と
め
て
納
付
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
使
用
料
納
付
に
つ
い
て
は
、
口
座

振
替
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う

お
ね
が
い
し
ま
す
。
下
水
道
使
用
料

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
◎
ロ
座
振
替
制
度
の
手
続
き

　
預
金
口
座
か
ら
の
振
替
制
度
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
納
付
の
た
め
に

金
融
機
関
や
市
役
所
に
お
い
で
い
た

だ
く
な
ど
の
手
間
が
は
ぶ
け
、
ま
た

下水道使用料金早見表
　　　　　　　　　（2ヵ月当たり金額）

使用量
　　m2

料　金
　　　　　円

使用量
　　㎡

料　金
　　　　　円

使用量
　　m2

料　金
　　　　　円

使用量
　　㎡

料　金
　　　　円

1～20 2，000 41 4，310 62 6，740 83 9，260

21 2，110 42 4，420 63 6，860 84 9，380

22 2，220 43 4，530 64 6，980 85 9，500

23 2，330 44 4，640 65 7，100 86 9，620

24 2，440 45 4，750 66 7，220 87 9，740

25 2，550 46 4，860 67 7，340 88 9，860

26 2，660 47 4，970 68 7，460 89 9，980

27 2，770 48 5，080 69 7，580 90 10，100

28 2，880 49 5，190 70 7，700 91 10，220

29 2，990 50 5，300 71 7，820 92 10，340

30 3，100 51 5，420 72 7，940 93 10，460

31 3，210 52 5，540 73 8，060 94 10，580

32 3，320 53 5，660 74 8，180 95 10，700

33 3，430 54 5，780 75 8，300 96 10，820

34 3，540 55 5，900 76 8，420 97 10，940

35 3，650 56 6，020 77 8，540 98 11，060

36 3，760 57 6，140 78 8，660 99 11，180

37 3，870 58 6，260 79 8，780 100 11，300

38 3，980 59 6，380 80 8，900

39 4，090 60 6，500 81 9，020

40 4，200 61 6，620 82 9，140

納
め
忘
れ
等
も
な
く
便
利
で
す
。

　
手
続
き
は
、
印
鑑
、
納
付
書
を
持

参
の
上
、
預
金
し
て
あ
る
金
融
機
関

の
窓
口
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

受
益
者
負
担
金

納
入
に
ご
協
力
を

　
五
月
一
日
に
中
央
第
一
処
理
分
区

が
供
用
開
始
さ
れ
、
各
家
庭
や
事
業

所
か
ら
下
水
道
本
管
へ
の
継
な
ぎ
込

み
が
さ
か
ん
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
五
十
四
年
度
か
ら
納
付
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
受
益
者
負
担
金
も
一
部

を
除
い
て
最
終
年
度
と
な
り
ま
し
た

　
五
十
七
年
度
分
の
納
付
状
況
は
、

五
月
末
現
在
で
、
総
額
三
千
七
百
二

十
二
万
二
千
円
の
う
ち
三
千
六
百
七

十
万
七
千
円
を
納
付
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
五
十
八
年
度
第
一
期
分
の

納
期
が
、
六
月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
　
　
方
は
、
お
早
目
に
金
融
機
関
か
市
役

て
い
ま
す
の
で
、
ご
都
合
で
未
納
の
　
　
所
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

税
に
関
す
る
作
交
・
標
語
を
募
集

　
国
税
庁
、
国
税
局
、
税
務
署
で
は
、

毎
年
、
全
国
の
高
校
生
か
ら
「
税
に

関
す
る
作
文
」
を
、
中
学
生
か
ら
「
税

に
関
す
る
標
語
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。　

テ
ー
マ
は
、
作
文
・
標
語
と
も
税

に
関
す
る
も
の
な
ら
何
で
も
結
構
で

　
　
3

之
3
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

諜
素
．

　
極

9rぴ（
L）

。
。
。
一

す
。
受
付
け
は
税
務
署
で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
高
校
生
・
中
学
生
の
皆

さ
ん
は
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。〔

税
に
関
す
る
標
語
〕

●
応
募
数
　
一
人
一
編
三
千
字
以
内

●
締
切
り
　
九
月
五
日
㈲

●
表
彰
　
優
秀
作
品
に
は
、
国
税
庁

長
官
賞
や
国
税
局
長
賞
な
ど
が
贈
ら

れ
ま
す
。

〔
税
に
関
す
る
作
文
〕

●
応
募
数
　
一
人
二
編
以
内

●
締
切
り
　
九
月
五
日
㈲

●
表
彰
　
優
秀
作
品
に
は
、
国
税
局

長
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
す
。
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農
用
地
利
用
増
進
事
業
の
状
況

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

六
年
度
よ
り
農
用
地
利
用
増
進
法
に

基
づ
き
、
農
地
の
有
効
利
用
及
び
農

業
経
営
の
規
模
拡
大
に
結
び
つ
く
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
二
ヵ
年
度
で
利
用
権
設
定
さ
れ
た

面
積
は
、
賃
貸
借
一
〇
九
・
五
㎞
、

所
有
権
移
転
三
・
三
㎞
（
五
十
七
年

度
よ
り
）
計
二
二
・
八
㎞
と
な
っ

て
お
り
、
所
有
権
移
転
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
市
農
業
委
員
会
が
嘱
託
登
記

を
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
貸
し
手
に
交
付
さ
れ
る
農

地
流
動
化
奨
励
金
は
、
今
年
度
よ
り

更
に
充
実
し
、
十
年
以
上
の
賃
貸
借

の
場
合
は
十
ア
ー
ル
当
り
三
万
円
が

新
規
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
農
用
地
利
用
増
進
事
業
の
実

施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■訳内
　
年
％

別
謁
2
　
　
　
蒔
％

網
3
上
H
懸
ー
嚇

借
　
以
％

　
　
　
年
5

貸
　
m
⑳

賃■■
　
　
　
　
　
　
％

訳
　
　
　
田
”

内
　
　
　
　
　
　
　
6

別目地
　
－
％

借
5

貸
　
　
　
　
％

賃
　
　
　
　
畑
ゆ

■
桑
園
　
　
　
3
1

■経営階層別状況（57年の場合で権利移転前）■（単位：％）

区　分 0．5ha末満 0，5～1，0ha 1，0～1，5ha 1，5～2，0ha 2，0～2，5ha 2，5ha以 計

貸し手 14．6 27．9 24．5 11．8 9．9 11．3 212f牛
（100）

借り手 9．9 19．3 22．2 13．7 13．2 21．7 212f牛
（100）

農地流動化奨励金交付状況

　（貸し手に交付されます）

■農地を貸した理由（57年の場合のみ）■（単位：％）

兼業による

経営縮少
労力不足 相手方の要望 水田転作 農業廃止 耕作不便 経営移譲

年金受給
計

32．6 31．6 22．2 6．1 3．3 2．8 1．4 212件
（100）

区　分 交付額
　　　56年
1月1日～12月31日

7，877，600円

　　57年
1月1日～12月31日

10，664，600円

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、

水
に
よ
る
事
故
が
多
発
す

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は

河
川
の
水
難
事
故
防
止
の

た
め
、
宮
中
取
水
ダ
ム
か

ら
小
千
谷
発
電
所
の
信
濃

川
沿
岸
に
警
報
用
サ
イ
レ

ン
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し

ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
と
き

警
報
し
て
い
ま
す
。
警
報

を
聞
い
た
ら
安
全
な
場
所

に
退
避
す
る
こ
と
。
ま
た

警
報
が
聞
こ
え
な
い
場
合

で
増
水
し
て
来
た
ら
早
く
退
避
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
次
の

場
合
は
特
に
増
水
が
早
い
の
で
、
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

★
台
風
、
集
中
豪
雨
で
河
川
が
増
水

し
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
と
き
。

★
発
電
所
設
備
が
故
障
し
、
調
整
池

（
浅
河
原
・
山
本
）
の
余
水
路
か
ら

放
流
す
る
と
き
。

　
特
に
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
の
川
遊

び
は
危
険
で
す
の
で
ご
注
意
を
〃

は
、
こ
の
実
施
委
員
会

十
日
町
市
長
）

ポ
ス
タ
i

成
し
、
全
市
民
へ
の
啓
発
活
動
を
実

施
す
る
ほ
か
、
地
域
の
連
帯
を
促
進

す
る
た
め
、
効
果
的
な
公
開
ケ
ー
ス

研
究
会
（
七
月
八
日
中
里
村
に
て
）

を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
全
体
で
の

運
動
推
進
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

”
地
域
活
動
の
推
進
に
よ

る
少
年
の
非
行
防
止
と
更

生
の
援
助
”
を
目
標
に
、

七
月
一
日
～
三
十
一
日
ま

で
の
一
ヵ
月
間
『
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
』
　
（
第

三
十
三
回
）
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
犯

罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
達
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
犯
罪
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
県
的
な
運
動
で
す
。

十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
で

　
　
　
　
　
（
委
員
長
・

　
　
を
結
成
し
、
チ
ラ
シ
、

、
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
を
作

“
防
ご
う
非
行

6月の交通キヤンペーン
～梅雨どきの交通事故に

　　　　　　　気をつけましょう～

毎年この時期には雨天が直接、聞接に原

因となった交通事故が多発しますが、特

に死亡重大事故の発生率が高くなります。

歩行者、自転車利用者

　・一時停止と安全確認φ励行を、無理な

　横断はやめましょう。

　ざライバーは

　・速度は控えめに車闘距離は充分にとり

　ましょう。

5月中の交通事故発生状湿‘路7年57）（

助
け
よ
う
立
ち
直
り
”

市町村名 発生件数 死者数 傷者数

十日町市 15（12） 2（0） 16（19）

川西町 1（1） O（0） 1（1）

津南町 4（5） 0（O） 7（8）

中里村 1（1） 0（O） 1（1）

市町村計 21（19） 2（0） 25（29）

累　　計 62（52） 2（1） 79（68）

中
条
ー
圖
團
交
通
止
め
サ
グ
ー6
ま
で

　
県
道
中
条
田
川
線
の
中
条
上
原
と

上
町
間
が
、
才
明
寺
川
橋
架
換
の
た

め
二
輪
以
外
の
自
動
車
が
通
行
止
め

に
な
っ
て
い
ま
す
。
期
日
は
七
月
十

六
日
午
後
八
時
ま
で
で
、
迂
回
路
は

国
道
一
一
七
号
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

十日町の

　　人に

　　　　なりました
■本町2
　田村千春さん　　　　　〔36〕

　～神奈川・相模原市から～

★
神
奈
川
県
は
、
新
宿
か
ら
の
私
鉄

の
玄
関
口
、
相
模
原
市
か
ら
今
年
の

五
月
に
十
日
町
に
来
た
の
が
、
市
内

本
町
二
丁
目
田
村
良
一
さ
ん
（
織
物

買
継
商
役
員
）
の
新
妻
、
千
春
さ
ん

で
す
。

★
嫁
い
で
来
る
前
の
仕
事
が
、
某
大

学
医
学
部
の
移
殖
免
疫
関
係
の
研
究

室
に
勤
務
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
は
、

大
学
で
農
学
部
の
農
芸
化
学
を
専
攻

し
て
い
た
そ
う
で
す
。
　
「
小
さ
い
項

か
ら
農
業
に
つ
い
て
、
そ
れ
も
土
壌

や
改
良
剤
等
の
”
農
業
分
折
”
を
や

り
た
か
っ
た
凶
ど
か
。
女
性
と
し
て

は
、
め
ず
ら
し
い
で
す
ね
と
い
う
質

問
に
対
し
て
「
ひ
と
口
で
農
業
分
折

と
い
っ
て
も
そ
の
分
野
は
余
り
に
も

広
く
…
…
そ
ん
な
意
味
で
、
い
ろ
い

ろ
と
厚
ツ
ブ
シ
”
が
利
く
ん
で
す
よ
」

★
そ
ん
な
千
春
さ
ん
は
、
「
実
は
十
日

町
と
い
う
地
名
す
ら
、
彼
と
知
り
あ

っ
て
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
ま
だ
間

も
な
い
の
で
印
象
は
…
…
？
？
？
」

「
商
店
が
多
い
こ
と
」
　
「
ラ
ジ
オ
の

入
り
が
悪
い
こ
と
」

「
き
も
の
は
嫌
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
着
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
の
で

…
…
こ
れ
か
ら
は
多
く
な
る
と
思
い

ま
す
が
」

★
休
日
に
は
、
お
二
人
で
二
百
五
十

㏄
の
バ
イ
ク
で
周
辺
の
探
訪
を
楽
し

く
し
て
い
る
と
か
。

　
良
一
さ
ん
が
。
き
も
の
”
千
春
さ

ん
が
“
コ
シ
ヒ
カ
リ
”
そ
れ
ぞ
れ
の

プ
ロ
で
す
。
雪
と
き
も
の
と
コ
シ
ヒ

カ
リ
ー
十
日
町
に
は
、
お
似
合
い

の
カ
ッ
プ
ル
誕
生
で
す
。



”””””””1”川8”1“1”””1”””ll”””11111”1”””巴聾1，9昭和58年6月25日1”1“”1””oll，1”II”ll”1”””1””lll”o””””1”1”lll””1”””””””llll”1”・と・おガ夢36虫“らぜ駈”””II””lll”II＠）

7月のおもな体育．スポーツ行事融融翻織㎏差鰯iiii…i…illii…i　

期日 行　事　名 会場 主管

％ 第9回市長杯争奪
早朝野球大会開会式

河川野球場 野球連盟

3 第3回
十日町市婦人卓球大会

市民体育館 教　　　委

3
第31回新潟県青年大会

　　中越予選会
加　茂　市

9・10 一泊サイクリング 笹川流れ
サイタリング

教　　　会

10 市民プールオープン 教　　　委

10
第2回長岡地区社会人バドミン

リーグ第3周　十日町大会 市民体育館
バドミントン

協　　　会

10
二市三郡
バスケットボール大会

十日町高校
バスケット
ボール協会

17
プロ野球　’83イースタンリーグ

公式戦巨人vs西武戦
市営笹山球場 体育協会

教　　　委

17
グリーンテニス杯
男女シングルス大会

河川コート テニス協会

20 第15回ナイター陸上 十日町高校 陸上協会

24 県下柔道大会 市民体育館 柔道協会

24 市民ハイキング 清　水　峠
山　　　岳
（あすなろ会）

24 地区統一運動会 地区体育協会

25～30 市民ラジオ体操

　　実技講習会
体育指導委員会

25－29
婦人水泳教室（レディー
ススイミングスクール） 市民プール

教　　　委
体育指導委員会

29 （柔道）暑中げいこ 武　道　館 柔道協会

30・31 第9回十日町～飯山
歩けあるけアルケの会

十日町～飯山 体育協会

31
第12回隣接市町村親善
バドミントン大会

市民体育館
十日町中学校

バドミントン

協　　　会

7／31
8／1

第4回二市三郡
　高校サッカー大会

河川コート

7／未 谷川岳登山 谷　川　岳
山　　　岳
（山路野会）

体育課

新しい発想

　豊かなメニュー

　
会

　
類

育
欄

体

ノ

市民の健康

　　体指とともに
’
＼
、
～

＿＿

δ・

　　　　　　　　　“広げよう…

　q　　　　　　　市民のなかに
　　市体育協会　　　　スポ＿ツの

　　　　　　　　　　　　輪を
豊かな健康　　　　　高めよう…

　　みなぎる気力　　みんなの手で

　　　　　　　　　　友愛の輪を“

＼
εU月回診R

　　●

一
．

甲欝・ 藩市民プール7／10（日）オープン

毒　論姦ゼ響
　、跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毒

　　　鷺嚢競

〈期間は7月10日～8月31日〉

▼開場時間…午前9時～午後7時

（lll群讃蹴難寺閉場）

▼入場料…

　O高校生・一般…200円
　O小・中学生…100円（責任者と必ず

　　　同伴のこと。夕方6時まで）

　O幼児…50円（保護者同伴のこと）

プロ野球

市民プール…アルバイト募集中！6／30申込締切

’83公式戦
イースタンリーグ

▼期間…7／10～8／31

▼募集人員…若干名

（禦讐、泉。鴨孚欝露生●生徒）

▼申し込み・問い合わせ先

　市役所体育課に6／30までに

　申込用紙に必要事項を記入

　のうえ申し込んでください。

巨　人　　西　武
　　　■，

　　、72も

O　、骸
　　　　　　）

■7月17日（日）

　　　　試合開始・午後1時

　　　　（開場午前8時）

■市営笹山野球場

　　　　　　　　　　一小雨決行一

　　　　らE18“

VS　謬

特別内野席 内野席 外野席

前売券

大人（忠学圭） 　　　円
2，000

　　　円
1，000

　　円
300

小人（小学生）
　　　円
1，000

　　円
500

　　円
300

当日券

大　　　人
　　　円
2，500

　　　円
1，300

　　円
500

小　　　人
　　　円
1，500

　　円
800

　　円
500

※球場内及び周辺における事故（自動車・ファールボール等含む）に十分注意してく

　ださい。もし事故発生の場合でも実行委員会では責任を負うことはできません。

※球場周辺の駐車場は限られています。できるかぎりバスをご利用ください。

　定期バスの増便があります。　（片道110円）

※前売券が売1）切れた場合は当日券は出しませんので入場できません。

※前売券は市体協加盟団体・体育館・体育課でと1）扱っています。

■主催　十日町市体育協会・十日町市教育委員会
■主管　，83イースタンリーグ公式戦、巨人・西武十日町試合実行委員会

春季婦人テニス大会（6／12城ヶ丘、17チーム34名）

　　第3回婦人卓球大会
ロ期日　7月3日（日〉午前8：P45～

口会場　市民体育館

■競技方法　個人戦（トーナメント方式）

　Aクラス・Bクラス（初心者クラス〉

■対象　市内在住または勤務の女性

　（高校生は除く）

■申込み・問い合わせ

　6月30日までに市民体育館に申込みを。

　詳細の問い合わせは体育課に。

北回一タリークラブ杯争奪クラブ対抗

第7回婦人バレーボール大会の結果

　　　9チーム159名
　　　6／15～17　於市民体育館

2

T
－
あ
す
な
ろ

π
日
柵

0
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
、
・
ず

1

2・優勝

　　十日町タラブ

　・準優勝
東
　　東クラブ

Aクラス

　く決勝トーナメント〉

　　　　8湯沢　節子
左艮‡華　　郁子

　　　　　8
柳　　信子
中沢真知子

田村　敦子
蕪木　富子　　　　7

栢森　恵、子

佐 藤実干代

湯沢　節子
根津　郁子

優勝

子
代
子
子

恵
千
信
知

　
案
　
真

森
藤
　
沢

栢
佐
柳
中

位
　
位

2
　
　
　
3

針
8

Bクラス

く決勝トーナメント＞

　　　　8星野真美子
須藤ひろみ
　　　　　8
大渕ひろ子
大津　秋子

村山千枝子
藤木　洋子

鈴木　峰子
山田　博子

7

8

星野真美子
須藤ひろみ

優勝

子
子
子
子

枝
洋
ろ
秋

千
　
　
ひ

山
木
渕
津

村
藤
大
大

位
　
位

2
　
　
　
3

罫
3

　　市民ハイキング…あすなろ会…

■期日　7月24日（目）

■ゆく先　清水峠と七ツ小屋山（谷川岳の好展望）

■募集人員　50名（定員になり次第締切1）ます）

■申込み　7月15日までに市民体育館へ

第31回県青年大会一中越大会一

　7月3日（紛加茂市で開催されますが、当市から
バレーボール・バスケットボール・野球・バドミ
ントンの種目に総勢80名の選手団が出場します。

市民の皆さん応援をよろしく！
　（県大会は8月20日　於糸魚夙市）

　市民体力テストに120人

（6／11～12　市民体育館）　　一

　昭和58年
度の市民体
力テストが
6／11～12の

両日に、120

人の老若男
女が参加し
て行われま
した。
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J
C
ス
ク
ー
ル
生
募
集

　
十
日
町
青
年
会
議
所
（
馬
場
文
之

理
事
長
）
で
は
”
若
人
よ
、
素
直
に

し
て
敏
感
で
あ
れ
”
を
テ
ー
マ
に
第

十
五
回
J
C
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し
ま

す
。　

青
春
の
一
時
期
に
、
自
分
を
見
直

し
、
郷
土
を
見
直
し
、
素
晴
ら
し
い

仲
間
を
つ
く
る
た
め
に
あ
な
た
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
　
八
月
四
日
～
八
日

会
場
　
十
日
町
小
学
校

会
費
　
七
千
円
（
テ
キ
ス
ト
、
食
事

フ
ト
ン
代
な
ど
す
べ
て
含
む
）

お
も
な
内
容
　
四
日
…
…
F
F
、
五

日
…
…
文
書
、
あ
い
さ
つ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
六
日
…
…
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
国
政
・
県
政
・
市
政
か
ら

み
た
十
日
町
市
」
パ
ネ
ラ
ー
　
白
川

代
議
十
、
須
藤
県
議
、
諸
里
市
長
。

七
日
…
…
班
別
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

八
日
…
…
サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ

受
講
対
象
者
　
十
八
歳
か
ら
三
十
歳

ま
で
の
十
日
町
市
在
住
と
、
市
内
に

勤
務
し
て
い
る
人
。

申
込
み
と
問
い
合
せ
　
七
月
一
日
～

十
五
日
の
間
に
、
青
年
会
議
所
事
務

局
（
十
日
町
商
工
会
議
所
内
、
滋
野

大
介
盈
七
－
五
二
一
番
）
へ

　
労
働
保
険
へ
の
加
入
は

　
　
お
す
み
で
し
ょ
う
か

　
　
　
　
1
十
日
町
職
安
－

　
従
業
員
五
人
未
満
雇
用
の
事
業
主

も
、
雇
用
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の

皆
さ
ん
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
加
入
に
つ
い
て
の
内
容
、

手
続
き
な
ど
の
詳
細
は
、
お
近
く

の
労
働
保
険
事
務
組
合
ま
た
は
十
日

町
公
共
職
業
安
定
所
保
険
係
（
盈
七

－
二
四
〇
七
番
）
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

手
．
塑
獲
灘
籔
雛
夢
イ

轍
纏
議
灘

　
ク
ロ
ス
ー
〇
十
日
町
（
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
裁
縫
の
経
験

が
無
い
方
で
も
、
二
時
間
半
の
受
講

で
ネ
ク
タ
イ
作
り
が
楽
し
め
る
「
手

づ
く
り
ネ
ク
タ
イ
一
日
講
習
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
一
生
ネ
ク
タ
イ
づ
く
り
が
楽
し
め

る
知
識
が
身
に
つ
き
、
真
心
を
込
め

た
贈
り
物
を
自
分
の
手
で
作
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
教
室
を
開
き
た
い
人
に
は
、
開
講

指
導
も
行
い
ま
す
の
で
、
あ
な
た
も

受
講
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

開
講
日
と
時
問
　
七
月
十
二
日
（
火
）

◎
午
前
九
時
半
～
正
午

◎
午
後
一
時
～
三
時
半

受
講
料
　
三
千
五
百
円
（
材
料
費
込
）

　
お
問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み
は
ク

ロ
ス
ー
〇
十
日
町
（
費
七
ー
二
三
二
三

番
）
へ

◆
・
…
◆
・
…
◆
二
＝
◆
乙
一
一
◆
三
一
◆
一
一

◆
・
…
◆
一
＝
◆
・
一
＝
◆
・
一
＝
◆
『
…
◆
『
一
＝
◆
三
曹
一
◆
■
曹
一
一
　
ト

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

刷
愛
猫
家
の
皆
さ
ん
へ
　
｝

“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

榊
　
最
近
、
公
共
施
設
や
他
人
の
土
地
劃

剛
に
、
無
断
で
捨
て
猫
を
し
て
い
る
人
齢

ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

釧
が
見
か
け
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
釧

峰
　
自
分
の
所
で
生
ま
れ
た
猫
は
、
自
峰

ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

劃
分
の
責
任
で
処
置
を
し
ま
し
よ
う
。
咽

鮮
書
‘
毒
◆
≒
◆
毒
◆
も
◆
辱
◆
毛
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
≒
◆
辱
◆
毒
◆
喜
◆
し

唖
、
ミ
自
。
、
、
唾
　
、
、
唾
　
　
、
i
、
気
唖
、
、
、
唖
、
、
、
喬
　
　
、
￥
唖
く
N
i
・
ミ
唾
・
ミ
唖
、
、
、
唖
、
、
・
唾

ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

納
伝
書
バ
ト
訓
練
に
注
意
岨

加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

納
畑
の
種
ま
き
時
期
の
、
伝
書
バ
ト
岨

あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ

齢
の
訓
練
の
た
め
に
被
害
が
多
く
出
て
耀

あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

買
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
駒

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

餌
　
こ
の
時
期
の
ハ
ト
の
は
な
し
訓
練
噌

が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

“一

に
は
、
畑
作
な
ど
へ
の
迷
惑
を
十
分
皿

齢
ご
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
帽

伽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽

齢
ミ
唖
ミ
輌
ミ
唖
ξ
蘇
ミ
唾
ミ
ー
ミ
唖
ミ
唾
ミ
唖
ミ
唾
ミ
唾
ミ
6
ミ
唾
ミ
緬
ミ
働

　計量法で取引や証明用に使用している「は

かり」の使用者に対して、知事が行う定期検

査を受けることが義務づけられています。今

年は、下表のとおり定期検査を実施しますの

で、対象者はもれなく受検してください。

　個人通知をしてありますが、通知のないか

たで、はかりを取引、証明に使用しているか

たも受検をお願いします。なお、当日受検で

きない場合は、期間中の他の日時に受検でき

ますので事前にご連絡ください。期間中に受

検しない場合は、後日、計量検定所長岡支所

まで行かなければなりません。

　詳細は、市商工課（盈7－3111番内線

230・231）へ。

期日 受付時間 会場 検査実施の区域

7
月
5
日
（
火
）

午
前

9：00
～10：15

十
日
町
市
民
体
育
館
學
校
町
1
）
T
E
L
（
7）

5
0
2
8

O本町1・下O本町東・西1

10：15

～11：30 O高田町1・20田中町全域

午
後

1：00
～2：15 O本町4・5・6の1・2・3

2二15
～3：30 O本町2・3

6
日
　
（
水
）

午
前

9：00
～10：15 O高田町3全域O昭和町全域

10：15
～11：30

O丸山町O西寺町〇七軒町O泉町
O関口樋口町O加賀糸屋町O駅通り

午
後

1：00
～2：15 o稲荷町全域o西浦町全域

2：15
～3：30

O西本町O千代田町O八幡田町O学校町

O若宮町O下川原町O宮下町東・西

O諏訪町O神明町O水野町

7
日
　
（
木
）

午
前

9：00
～10：15

O川原町O江道O猿倉O上川原
O田川町全域O本町7の1・20島
O津池O菅沼O大池O赤倉

10：15

～11：30

O新座全域O錦町1・20美雪町1・2・3

0桜木町O千歳町0春日町1・2・3

午
後

1：00
～2：15

O寿町全域O河内町O山本町全域

2：15
～3：30 O高田町4・5・6

8
日
（
金
）

9：00
～10：15 O袋町全域O栄町O旭町

午
前 10：15

～11：30 o高山全域

　
　
　
ゆ
ず
り
ま
す
＊
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
6
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
　
い

品
　
　
　
名

規
　
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
　
格

希
望
価
格

風
呂
（
揺
人
用
）

団
地
用
石
油

二
万
～
三
万
円

自
転
車
（
小
学
四
年
位
）

中
　
　
古

一
万
円
～

一
万
五
千
円

食
卓
テ
ー
ブ
ル

五
点
セ
ッ
ト

一
二
万
五
千
円
位

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

中
　
　
古

一
万
円
～

一
万
三
千
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
兼

ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル

中
　
　
古

四
千
円
～
五
千
円

水
　
　
そ
　
　
う

横
一
駐
位

相
談
で

ス
キ
ー
　
一
式

中
　
　
古

相
談
で

ベ
　
ビ
ー
カ
ー

中
　
　
古

五
千
円

ベ
ビ
ー
タ
ン
ス

中
　
　
古

五
千
円

バ
イ
ク
（
ス
ズ
キ
バ
ン
パ
）

（
9
0
㏄
）

二
万
円

自
　
　
転
　
　
車

低
学
年
用

相
談
で

博
物
館
資
料
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
十
八
年
四
月
～
五
月
分
）

高
野
　
梅
蔵
（
馬
場
第
4
）

小
宮
山
　
浩
（
丸
山
町
）

田
村
　
保
栄
（
中
条
中
町
）

渡
辺
　
成
雄
（
川
原
町
）

富
井
　
清
道
（
六
箇
山
谷
）

池
田
守
一
（
焼
野
）

上
村
　
溝
宣
（
伊
達
）

根
津
　
東
雄
（
本
町
2
）

岡
村
　
義
郎
（
高
山
第
2
）

　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　懇　　　　　　　嚢

　　　　　縷　　　鑛　難麟

定期検査日程表

新
潟
県
史
編
さ
ん
室

中
野
市
教
育
委
員
会

水
落
　
仁
作
（
山
新
田
）

藤
木
　
栄
喜
（
轟
木
）

中
林
　
喜
美
（
若
宮
町
）

池
田
は
つ
え
（
稲
荷
町
4
）

大
島
キ
ク
エ
（
稲
荷
町
3
東
）

湯
沢
　
マ
ツ
（
田
中
町
東
）

阿
部
タ
マ
子
（
川
原
町
）

桶
谷
　
モ
ト
（
若
宮
町
）

大
久
保
　
健
（
新
座
）

田
川
龍
太
郎
（
田
中
町
西
）

樋
口
　
　
靖
（
高
田
町
3
）

小
川
　
昭
二
（
尾
崎
〉

三
和
村
教
育
委
員
会

宮
沢
ハ
ル
ヰ
（
小
黒
沢
）

山
田
　
錦
吉
（
中
里
村
）

桑
原
　
利
市
（
塩
沢
町
）

岡
田
　
啓
三
（
中
条
中
町
）

阿
部
友
治
郎
（
本
町
7
〉

豊
田
市
郷
土
資
料
館

柳
　
　
」
夫
（
高
島
）

柏
崎
市
教
育
委
員
会

小
島
　
栄
吉
（
下
条
野
田
）

県
教
育
庁
文
化
行
政
課

山
古
志
村
教
育
委
員
会

二
瓶
虎
太
郎
（
昭
和
町
3
）

水
沢
市
教
育
委
員
会

福
原
　
ヨ
シ
（
津
南
町
）

加
治
川
村
教
育
委
員
会
㎏

池
田
　
熊
治
（
轟
木
）

糸
魚
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館

太
田
区
立
郷
土
博
物
館

東
京
大
学
考
古
学
研
究
室

宮
木
馨
太
郎
記
念
財
団

市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館

平
塚
市
博
物
館

国
学
院
大
学
博
物
館
学
研
究
室

村
上
市
郷
土
資
料
館

両
津
市
教
育
委
員
会

長
岡
市
立
博
物
館
　
　
（
敬
称
略
）
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免
除
手
続
き
は
お
早
目
に

　
国
民
年
金
制
度
に
は
、
①
失
業
や

少
収
入
で
家
計
が
苦
し
い
場
合
、
②

生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
な
ど

を
受
け
て
い
る
場
合
、
③
火
災
や
風

水
害
に
あ
い
被
害
を
受
け
た
場
合
…

…
な
ど
の
事
情
で
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
因
難
な
人
の
た
め
に
、
本
人

の
申
請
で
保
険
料
の
納
入
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
　
（
任
意
加

入
者
に
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
こ
の
免
除
を
受
け
る
に
は
、
市
・

市
民
生
活
課
年
金
係
に
備
え
て
あ
る

／
，

鶏納保険料茎画濡爵

騨　竃．繍磁二
議蕪』助．髪1 ン

　　蔽・1・．二亀，、

　　　　ち・－　9プ　￥ノ　ー・　一イ

　　　免除期間

むし歯のないよい歯の子
　（6月の3歳児健診を受けた子49名）

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
免
除
を
受
け
る
期
間
は
、
保
険
料

の
納
入
期
間
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、

不
幸
に
し
て
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者

に
な
っ
た
時
受
け
る
障
害
年
金
や
、

母
子
家
庭
に
な
っ
た
時
受
け
る
母
子

年
金
な
ど
は
、
免
除
期
間
中
で
あ
っ

て
も
他
の
加
入
者
と
同
様
に
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
、
老
齢
年
金
の
場
合
は
、
免

除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
を
納
め
た
場
合
の
三
分
の
一
の

年
金
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
ど
う
し

て
も
不
利
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

免
除
を
受
け
て
か
ら
十
年
以
内
な
ら

そ
の
当
時
の
保
険
料
額
で
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
を
”
保
険
料
の
追
納
”
と
い

い
ま
す
が
、
追
納
す
れ
ば
年
金
額
は

保
険
料
を
納
め
た
人
と
同
じ
に
な
り

ま
す
の
で
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き

氏　　　　名 住　　　　所 保護者名

藤田　卓実 新　　　　保 直司

　　だい　すけ
田村　大亮 漉　　　　野 昭一

米山　英夫 四日町新田4 国夫

大島　恭子 新　座　　2 一夫

本山　聖子 春日町　2 政司

神沢美智江 川治下町2 邦夫

小菅　　哲 高田町　5 　

藤ノ木伸士 大黒沢東 輝幸

山崎浩太郎 土　市　　2 正行

斎木　正弘 細　　　　尾 紘一

柳　　孝裕 北鐙坂　1 久利

た
ら
、
ぜ
ひ
追
納
す
る
よ
う
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。
前
年
に
引
き
続
い
て

免
除
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
七
月
十

日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

をrレづ
』」

自家

　
十
日
町
保
健
所
で
は
、

ね
た
き
り
患
者
を
か
か
え

て
い
る
家
族
の
か
た
か
ら
、

家
庭
で
で
き
る
看
護
法
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
家
庭
看
護
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
の
で
希
望
の
か

た
は
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
期
日
　
七
月
二
十
日
㈲
、

七
月
二
十
一
日
㈲
…
…
二

日
間
で
一
コ
ー
ス

◎
時
間
　
両
日
と
も
午
後

一
時
半
～
四
時

十
日
町
保
健
所

・
自
宅
に
ね
た
き
り
の
人

　
　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

　
　
　
　
　
・
そ
の
他
希

7月3日（白）水沢出張所
7月5日（幻大光相互銀行
7月27日㈱　十日町市農協（本所）

7月28日（木）県総合庁舎
　7月3日…………午前10時～午後4時
時間7月5．27．28日＿午前10時～午後3時

7月5日、商工福祉会館前で予定していた献血は都合で中止します

一》一明日といわず今献血を＿

望
者

◎
申
込
み
先
　
十
日
町
保
健
所
保
健

婦
室
（
智
七
ー
二
四
〇
〇
番
）

◎
締
切
り
　
七
月
十
日

◎
受
講
料
　
無
料

　
詳
細
は
十
日
町
保
健
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
会
場

◎
対
象

の
い
る
家
族

し
て
実
施
で
き
る
方

　
　
　
糖
鷹
構
難
叢
臓
欄
皿
・
催
憐
誰
す

　
左
表
の
日
程
で
糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
糖
尿
病
や
尿
に
糖
の
で
る
方

で
、
食
事
指
導
を
受
け
た
い
方
は
、
七
月
五
日
ま
で
に
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー

（
智
七
－
三
一
一
一
番
内
線
五
〇
二
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
治
療
中
の
方
は
、
主
治
医
の
了
解
を
得
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
詳
し
い
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
・

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

月
　
　
　
日

時
　
　
間

主
　
な
　
内
　
容

費

用

7
月
1
2
日
㈹

8
時
3
0
分

～
3
時
3
0
分

糖
尿
病
検
診
（
眼
底
検
査
、
心
電
図

検
査
壱
含
む
）
保
師
に
よ
る
講
義

千
五
百
円

8
月
9
日
㈹

9
時

～
3
時
3
0
分

検
査
結
果
の
説
明

栄
養
十
に
よ
る
講
義

無

料

8
月
1
8
日
内

食
事
の
実
翌

四

百

円

9
月
2
日
㈹

食
事
の
実
習

医
師
に
よ
る
講
義

四

百

円

事
業
名

期
　
目

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
　
歳
　
児

健
康
診
査

7
月
6
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

55

年
1
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
カ
月

児
健
康
診
査

7
月
1
5
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

、
5
7
年
1
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

康
診
査
並
び

に
育
児
学
級

7
月
13
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
30
分

58

年
3
月

，
生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

7
月
1
8
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

留
年
9
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
V

お
願
い
轟
鰭
鷲
蜷
覇
覗
墾
噛
健
康
診
査
が
あ
り
ま
す
か

　
十
日
町
病
院
小
児
科

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
十
日
町
病
院
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
乳
児
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
検
診
を
行
う
日

　
毎
週
火
曜
日

　
受
付
　
午
後
一
時
～
三
時

　
診
察
　
午
後
一
時
三
十
分
～

●
担
当
医
師

　
十
日
町
病
院
小
児
科
医
長

　
　
　
　
　
　
阿
部
好
正
先
生

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
六
月
二
十
八
日
㈹
　
午
前
九
時

～
午
後
一
時
　
高
島
第
一
、
高
島
第

．
二
の
全
部
▼
七
月
十
二
日
㈲
午

前
九
時
～
午
後
一
時
小
泉
第
一
、

稲
葉
の
各
一
部
、
吉
田
山
谷
の
全
部

▼
七
月
十
三
日
困
　
下
条
栄
町
、
下

条
中
央
通
り
の
各
一
部
、
桑
原
の
全

部
　
▼
七
月
十
五
日
　
小
泉
第
二
の

一
部
、
樽
沢
の
全
部
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一層

3
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
奮
2
の
2
9
5
7
番
…

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
　
　
　
費
0
2
5
7
6
3
！
2
1
1
1
番

m
日
山
口
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

　
　
　
　
　
盈
5
の
2
0
0
3
番
皿

　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

　
　
　
β
0
2
5
7
6
－
5
－
3
1
6
1
番

17

日
中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
　
　
　
盈
7
の
3
0
1
8
番
…

24

日
山
口
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

　
　
　
　
　
智
2
の
2
1
7
4
番
…

31

日
　
第
二
藤
巻
医
院
（
川
西
町
上
野
）
　
…

　
　
　
君
0
2
5
7
6
－
8
－
2
0
1
8
番
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